
770 号　2025 年 6月

国
立

国
会

図
書
館

　月
報

National
D i e t
L i b r a r y
Monthly
Bu l l e t in
2 0 2 5 . 6

新
版
、
御
求
め
御
覧
下
さ
る
べ
く
候

―

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
蔦
屋
重
三
郎
出
版
物―

世
界
図
書
館
紀
行

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ビ
ン
・
ラ
シ
ド
図
書
館
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）



33	

館
内
ス
コ
ー
プ

	

デ
ジ
タ
ル
化
の
そ
の
先
は
？

34	

本
屋
に
な
い
本

	
	『

特
別
展　

ほ
ろ
よ
い
・
ひ
ょ
う
ご　

酒
と
人
の	

文
化
史
』

35	

Ｎ
Ｄ
Ｌ　

Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
ｓ

表紙：「熊奮迅」
三好学『花菖蒲図譜』2
芸艸堂　1922　32cm
https://dl.ndl.go.jp/pid/12395149/1/16

1	

『
新
漫
画
の
描
き
方
』

	

―	

漫
画
家
岡
本
一
平
と
民
衆
の
時
代	

―

	

今
月
の
一
冊　

国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書
か
ら

5	

新
版
、
御
求
め
御
覧
下
さ
る
べ
く
候	

	

―
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
蔦
屋
重
三
郎
出
版
物
―

22	

世
界
図
書
館
紀
行	

	

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ビ
ン
・
ラ
シ
ド
図
書
館
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）

	

Contents

no. 770
June 2025

https://dl.ndl.go.jp/pid/12395149/1/16


『新漫画の描き方』―漫画家岡本一平と民衆の時代―
藤 本 　 守

国立国会図書館の蔵書から

『
新
漫
画
の
描
き
方
』
は
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
一
世
を
風
靡
し
た
流
行
漫
画
家
岡
本
一
平

（
１
８
８
６
～
１
９
４
８
）
が
昭
和
３
（
１
９
２
８
）

年
に
発
表
し
た
作
品
で
す
。

幼
少
期
か
ら
日
本
画
を
学
び
、
東
京
美
術
学
校

（
現
在
の
東
京
芸
術
大
学
）
で
は
洋
画
を
学
ん
だ
岡

本
は
、
大
正
元
（
１
９
１
２
）
年
か
ら
『
東
京
朝
日

新
聞
』
の
挿
絵
画
家
と
な
り
、
多
彩
な
タ
ッ
チ
で
描

か
れ
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
絵
に
軽
妙
な
文
章
を
組
み
合

わ
せ
た
「
漫
画
漫
文
」
の
ス
タ
イ
ル
で
当
時
の
読
者

を
魅
了
し
ま
し
た
。
昭
和
４
～
５
（
１
９
２
９
～

１
９
３
０
）
年
に
先
進
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
一
平

全
集
』
全
15
巻
は
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
新
漫
画
の
描
き
方
』
は
、
岡
本
の
漫
画
論
で
あ

る
と
と
も
に
、
岡
本
流
の
漫
画
の
描
き
方
を
、
実
例

を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
ま
と
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
で

す
。
こ
の
本
で
岡
本
が
ま
ず
目
指
し
た
の
は
、
完
成

さ
れ
た
美
術
作
品
を
指
す
「
本
画
」
と
「
漫
画
」
を

対
照
さ
せ
な
が
ら
、
漫
画
と
は
何
か
を
示
す
こ
と
で

し
た
。
岡
本
は
漫
画
を
「
世
態
人
情
を
穿う

が

つ
画
」、

す
な
わ
ち
描
く
対
象
の
本
質
、
人
間
で
あ
れ
ば
心
情

を
深
く
洞
察
し
て
描
く
絵
で
あ
り
、
色
彩
や
陰
影
な

ど
で
視
覚
的
な
美
し
さ
を
追
求
す
る
本
画
と
は
異
な

る
も
の
だ
と
述
べ
ま
す
。
そ
し
て
、
漫
画
を
描
く
際

は
、
本
画
で
描
か
れ
る
「
美
な
ぞ
は
未
練
な
く
」
切

り
捨
て
、
描
き
手
の
主
観
で
描
く
べ
き
部
分
は
強
調

今 月 の 一 冊

岡本一平『新漫画の描き方』
中央美術社　1928
https://dl.ndl.go.jp/pid/1174589

扉。右上の肖像は岡本一平自身のスケッチ。左の絵が漫画、右の絵が本画（美術画）。漫画に描かれた「花を観る女」は、実は花を見ているのではなく
て、干した着物が花の陰になっているのを嫌がっている、という説明が付いています。
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し
、
不
要
な
情
報
は
捨
象
し
て
作
品
を
精
練
さ
せ
る

の
だ
と
い
い
ま
す
。

本
画
と
対
照
さ
せ
、
絵
画
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て

の
漫
画
の
価
値
を
語
ろ
う
と
す
る
岡
本
で
す
が
、
漫

画
の
描
き
方
の
実
践
例
は
、
岡
本
の
作
品
ら
し
く

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
、
か
つ
読
者
の
心
を
惹
き
つ
け
る
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
本
の
中
か
ら
い
く

つ
か
そ
の
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
（
本
頁
・
次
頁

の
図
版
参
照
）。

町
の
中
の
と
あ
る
店
舗
。
岡
本
は
そ
の
ま
ま
写
生

し
た
絵
と
漫
画
を
並
べ
て
み
せ
ま
す
。
漫
画
の
方
は

入
口
が
大
き
く
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
、
あ
た
か
も
お
客

を
待
っ
て
い
る
よ
う
な
面
白
味
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
人
間
の
描
き
方
は
針
金
の
人
形
を
ひ
な
型

に
し
て
研
究
す
る
と
よ
い
、
と
岡
本
は
述
べ
て
い
ま

す
が
、
こ
こ
で
は
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
る
『
金
色
夜
叉
』
に
登
場
す
る
貫

一
と
お
宮
を
針
金
人
形
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

「
連
続
漫
画
法
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
、

ス
ト
ー
リ
ー
を
描
写
す
る
い
わ
ゆ
る
4
コ
マ
漫
画
の

形
式
で
す
。
こ
こ
で
は
、
夫
婦
で
の
お
花
見
に
酒
を

持
っ
て
い
く
は
ず
が
、
間
違
え
て
酢
を
持
っ
て
き
て

し
ま
い
、
帰
宅
し
て
酒
瓶
に
八
つ
当
た
り
し
て
い
る

夫
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。4
つ
の
コ
マ
を
、起
承「
転
」

結
で
は
な
く
、
起
承
「
山
」
結
と
紹
介
し
て
い
ま
す

が
、「
山
」
の
場
面
を
面
白
く
で
き
る
か
ど
う
か
で

作
品
の
価
値
が
決
ま
る
の
で
、
最
も
力
を
注
が
な
い

▲　岡本は『金色夜叉』の貫一とお宮も針金人形
で表現してみせます。これは熱海の海岸での貫一
とお宮の別れのシーンです。

針金の人形をひな型に

デフォルメの妙

写真をもとに入口の
様子を写生したもの。

写生で描いた絵をデ
フォルメして漫画に
したもの。間口を広
げてお客を待ってい
るようにも見えます。

▲ 　店の入口（写真）

▲
▲

▲　1本の細い針金を縒って体
を作り、その後もう1本の針金
を取り付けて腕を作れば、針
金人形の出来上がり。

▲　自分の表したい気持ちが表現できるよう、針金の人形をいろ
いろ折り曲げてみて、それを紙に描き写し、肉付けしたら人物が
描けると指南しています（点線部分は下書きです）。楽しげに談
笑する男女の様子を描いたものです。
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と
い
け
な
い
、
と
岡
本
は
書
い
て
い
ま
す
。

岡
本
が
漫
画
家
と
し
て
活
躍
し
た
当
時
は
、
い
わ

ゆ
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
期
で
、
そ
れ
と
と
も

に
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
発
展
し
、
出
版
文
化

が
大
き
く
花
開
い
た
時
期
で
し
た
。
岡
本
は
、
民
衆

本
位
と
も
い
え
る
社
会
状
況
の
中
で
、
民
衆
の
「
御

用
絵
画
」
で
あ
る
漫
画
が
時
を
得
る
の
は
必
然
で
あ

る
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
帝
国
美
術
院
展
覧
会
（
通

称
：
帝
展
）
の
入
場
者
数
１
９
万
５
千
人
と
大
手
の

新
聞
紙
の
1
日
の
発
行
部
数
１
０
０
万
部
と
を
比
較

し
て
、
人
々
の
目
に
触
れ
る
機
会
で
い
え
ば
圧
倒
的

に
漫
画
の
方
が
多
い
と
も
語
り
、
広
く
情
報
を
伝
達

す
る
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
を
十
分
に
意
識
し
て
い
ま
し

た
。
岡
本
が
紹
介
す
る
漫
画
の
技
法
の
数
々
は
、
民

衆
の
心
を
つ
か
む
べ
く
描
き
続
け
た
岡
本
の
試
行
錯

誤
を
物
語
る
も
の
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
岡
本
の
創
作
の
根
底
に
は
、
漫
画
が
過
去

や
未
来
を
描
く
も
の
で
は
な
く
、
現
代
を
捉
え
、
現

代
を
生
き
る
人
々
に
語
る
た
め
の
「
絵
画
的
言
葉
」

で
あ
る
と
の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
は
、

漫
画
家
は
観
察
、
経
験
を
通
じ
て
、「
暗
誦
」
で
き

る
く
ら
い
に
記
憶
し
て
表
現
で
き
る
ほ
ど
、
深
く
現

代
を
知
る
こ
と
が
重
要
だ
と
述
べ
て
い
て
、
岡
本
が

考
え
る
理
想
の
漫
画
家
像
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

『
新
漫
画
の
描
き
方
』
が
重
版
さ
れ
た
際
に
岡
本

が
寄
せ
た
序
文
に
よ
れ
ば
、
20
年
近
く
に
わ
た
る
漫

「連続漫画法」、いわゆる4コマ漫画の一例です。4つのコマの上に、「起」「承」「山」「結」と書かれています。「山」の場面では、せっか
くのお花見で、お燗ではなく温めた酢を飲んでしまい、「うむっすっぱい」と身もだえする夫が描かれています。岡本によれば、コマの絵
に説明文を付けず、絵の中の人物にセリフを語らせて話の筋を運ばせるのが案外苦心するところだといいます。当時は、新聞や雑誌が4
コマ漫画の連載を開始し、読者からの人気を集め始めた時期でした。

連続漫画法～４コマ漫画～

3 国立国会図書館月報 770号 2025.6



画
家
生
活
の
中
で
「
漫
画
の
描
き
方
」
を
テ
ー
マ
に

著
作
を
ま
と
め
た
い
と
心
に
期
し
て
い
た
と
い
い
ま

す
。
そ
こ
に
は
、
漫
画
家
と
し
て
成
功
し
た
こ
と
へ

の
感
謝
と
こ
の
本
を
社
会
に
捧
げ
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
「
こ
れ
だ
け
に
独
創
的
に

ま
と
め
た
漫
画
の
手
引
草
は
今
日
迄
は
世
界
に
も
無

い
と
断
言
出
来
る＊

」
と
、
出
版
の
意
義
を
語
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
本
か
ら
は
、
一
世
を
風
靡
し
た
流
行
漫
画
家

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
雰

囲
気
の
中
、
民
衆
の
時
代
に
生
き
る
人
々
の
姿
を
深

く
見
つ
め
、
様
々
な
手
法
を
駆
使
し
て
漫
画
と
い
う

表
現
の
可
能
性
を
探
究
し
よ
う
と
し
た
岡
本
の
姿
が

見
て
取
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

物の輪郭などをすべて線だけで描いて趣きを
表す技法「白描式」の一例。パパがつくった、
こいのぼりならぬ、「きすのぼり」、「ふく（ふ
ぐ）のぼり」、「いわしのめざしのぼり」を手
に遊ぶ3人の子どもたちです。お兄ちゃんは
困り顔のようにも見えます。

細い線と黒い墨で図案風に描く技法「平描法」
の一例。上の絵は、当時の政界のリーダー、政
友本党の床次竹二郎（左）と憲政会の若槻礼次
郎（右）が、もう一つの主要政党である立憲政
友会に対抗する新政党を立ち上げるべく、「無条
件の丸裸」になって握手しているところ。新聞
で政治家の風刺画を数多く手がけた岡本らしさ
が出ています。

＊「序文と装幀集」『一平全集』第 15 巻 , 先進社 , 1930, pp.410-412（「新漫画
の描き方の序」1928.6）https://dl.ndl.go.jp/pid/1170514/1/212

数々の技法
「
平
描
法
」
政
治
家
の
風
刺
画

「
白
描
式
」  

パ
パ
が
子
ど
も
た
ち
に
作
っ
た
の
は
こ
い
の
ぼ
り
で
は
な
く
…

○参考文献
『一平全集』第 15 巻 , 先進社 , 1930

https://dl.ndl.go.jp/pid/1170514
清水勲『マンガ誕生　大正デモクラシーからの出
発』吉川弘文館 , 1999　＜KC486-G446＞
鈴木麻記「大正期における漫画の両義性と社会的
布置 漫画家集団「東京漫画会」を事例として」『マ
ス・コミュニケーション研究』88, 2016.1, pp. 117-
136　＜Z21-85＞
宮本大人「岡本一平と大正期の漫画」（筒井清忠
編『大正史講義 文化篇』筑摩書房, 2021）
＜GB461-M10＞
※＜　＞内は当館請求記号

岡本一平の漫画を激賞した人物
に、かの夏目漱石がいました。漱
石は、新聞に掲載された岡本の挿
絵を集めて本にしたらどうかと岡
本の同僚に話し、それを聞いた岡
本は、手持ちの絵を持って漱石の
自宅を訪れます。漱石は本の序文
を書くことを引き受け、その序文
の中で岡本の漫画と文章を絶賛し
たのでした（『探訪画趣』磯部甲
陽堂, 初版1914）。『新漫画の描き
方』では、その漱石の似顔絵で輪
郭の描き方を紹介しています。

夏目漱石の激賞

写真をもとにした輪郭 写真
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新版、御求め御覧下さるべく候新版、御求め御覧下さるべく候
― 国立国会図書館所蔵の蔦屋重三郎出版物 ―― 国立国会図書館所蔵の蔦屋重三郎出版物 ―

　今年のNHK大河ドラマ 「べらぼう〜蔦重栄華乃夢噺〜」 の主人公、 蔦
つ た や

屋重
じゅうざぶろう

三郎 （初代、 1750-

1797） は、 江戸時代の版元 （出版者） です。 主に軟文学の分野で出版物を企画刊行し、 作者や絵

師を育てて出版文化の発展に寄与しました。

　蔦屋重三郎 （耕書堂） は四代目まで確認されていますが、 初代が出版活動を行ったのは、 江戸時

代中期の 20 年あまりです。 この間蔦屋は、 吉原細見、 富本正本、 洒落本、 黄表紙、 咄本、 絵本、

狂歌本などのほか、 暦 ・ 節用集などの実用書や国学書 ・ 歌学書など、 多彩なジャンルの書籍を出

版しました。 ここではそれらの出版物のうち、 当館が比較的多く所蔵する黄表紙や絵本、 狂歌本な

どの中から少し選んで、 ご紹介しましょう。
5 国立国会図書館月報 770号 2025.6



伊
だ て
達模

もよう
様見

みたて
立蓬

ほうらい
莱

安永9（1780）作者不詳　https://dl.ndl.go.jp/pid/8929638

蔦屋が初めて出版した黄表紙のひとつです。本作は吉原を舞台に、功徳のために亀を買い取って放す
「はなし亀」の風習を、浦島伝説にとりあわせたものです。巻末に登場する人物の背には、富士山型に「喜」
の字の印がついています。蔦屋の商標といえば富士山型に蔦の印が有名ですが、初期の蔦屋はこちら
の商標を用いていました。「次の幕を開けましたところは、すなわち此通り、新版の名題を御覧に入れます」
との口上があり、芝居看板を模した板には「耕書堂ときこえしは 花のお江戸の新よし原 大門口と日本堤
の 中にまとふや蔦かづら つたや重三が商売の栄」とあります。桜の枝には黄表紙・咄本の書名入りの
短冊が賑 し々く掛かっています。蔦屋による黄表紙出版のはじまりです。

遊女梅が枝は亀の化身である男性とともに、小亀の背を渡っ
て龍宮に向かう。「式三馬」の朱印から式亭三馬（1776- 
1822，戯作者）の旧蔵本とわかる。

『伊達模様見立蓬莱』巻末

黄
表
紙

黄表紙とは、草双紙の一種です。草双紙とは、中本サイズ（文庫本より少し大きいくらい）
で全頁に挿絵がある読み物です。初期の草双紙は、おとぎ話や浄瑠璃を題材とした子供
向けの内容でしたが、安永 4（1775）年の『金

きんきんせんせい

々先生栄
えいがのゆめ

華夢』＊1 をきっかけに、洒落

や機知をきかせた大人向けの草双紙の出版が始まります。これを「黄表紙」とよびます＊2。
＊１　恋川春町（こいかわはるまち，本名倉橋格（いたる）, 1744-1789, 駿河小島藩士）作。出版は鱗形屋

孫兵衛。盧生という青年が道士に借りた枕の力で、わずかの間に人生五十年を過ごす夢を見たという中国の
故事「邯鄲（かんたん）夢の枕」を江戸に移し、金村屋金兵衛という青年が金持ちの養子となり、栄華を尽
くす夢を見るとした。夢の中で最新の吉原風俗を活写する一方、これらをうわべで真似る半可通（はんかつう）
の振る舞いを描き、笑いを誘った。

＊ 2　江戸時代には「青本」ともよばれていた。
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見
みるがとく
徳 一

いっすいのゆめ
炊夢

安永10（1781）朋
ほうせいどう

誠堂喜
き さ ん じ

三二作，［北
き た お

尾重
しげまさ

政］画　https://dl.ndl.go.jp/pid/9892464

安永 10 年、黄表紙評判記『菊寿草』＊1 が刊行さ
れます。役者評判記を模したこの本の中で、鶴屋・
奥村・西村など老舗の版元を差し置いて、最高位の「立
役之部　極上々吉」を与えられたのが本作です。作
者の朋誠堂喜三二＊2 は恋川春町と並ぶ、初期黄表紙
の代表的作者です。春町の『金々先生栄華夢』と同
様「邯鄲夢の枕」を素材にしていますが、これを貸し
出す商売を考えたのが新たな趣向です。最低料金の
十六文で芝居の夢を見た者は、役者の顔も台詞もわ
からず後悔します。芦の屋清太郎は千両出して五十年
の遊興と没落の夢を見ますが、遊興の舞台は京・大
坂・長崎・唐

から
（中国）にまで及び、遊里以外の道楽

も描かれます。目覚めると注文したそばが届くところ
で、そもそも枕の賃貸しも夢だったという筋です。先
行作を焼き直して違いを楽しむやり方は、黄表紙にお
いてはむしろ積極的に行われていました。
＊1　 四方山人著。  四方山人は大田南畝（おおたなんぽ，1749-1823, 

本名大田覃（ふかし） ，四方赤良・蜀山人とも。御家人）の筆名。
出版は本屋清吉。

＊2　1735-1813, 本名平沢常富，秋田藩士。
能「邯鄲」の場面のように団扇を構え、三つ布団の上で準
備万端の清太郎。『菊寿草』に「見得の絵よし」とある場面。

邯鄲の枕を貸す、栄華屋夢次郎の店。種々の枕が揃い、賃料一覧が掲げてある。
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江
えどのはるいちやせんりょう
戸春一夜千両

天明6（1786）山
さんとうきょうでん

東京伝作，北
きたおまさのぶ
尾政演画　https://dl.ndl.go.jp/pid/2532477

　戯作者として一世を風靡した、山東京伝＊1 の作品です。長右衛門という金持ちが家内の者に大金を与え、
一夜のうちに遣うことができたものには褒美をやると言い出します。皆が苦労するところ、息子だけは金を
母親に与えることで遣い切ります。各々の金の遣いようが面白く、当時の読者の共感と笑いを誘ったことでしょ
う。本書には一部の絵柄が異なる改刻本がありますが＊２、掲出本は初版で、絵題簽もすべて揃っています。
＊1　1761-1816, 本名岩瀬醒（さむる）, 浮世絵師・戯作者。絵師としての名は北尾政演。
＊ ２　棚橋正博『黄表紙総覧』前編 , 青裳堂書店 , 1986

丁稚は持ちつけぬ金を持ち震えていたが、水を飲ん
で落ち着き、屋台で買い食いをして回る。

義太夫狂言「ひらかな盛衰記」の趣向を逆手に取り、無間の鐘（撞くと現世では裕福になり、来世は地
獄に落ちる）に見立てた手水鉢を逆さに撞いて金を消そうとする母親と、芝居の筋書どおり二階から金を
降らせる息子。

隠居は寺に寄進を申し入れるが欲得ずくを見透かさ
れ、和尚に叱られる。

8国立国会図書館月報 770号 2025.6

https://dl.ndl.go.jp/pid/2532477


初版本（左）と改刻本（右　https://dl.ndl.go.jp/pid/9892531）。芸者の衣装が黒から縞に変更されている。

上、中、下巻の絵題簽。書名・版元商標・各冊の内容を表す絵が示されてい
る。枠のデザイン（本書の場合は蔦かずら）は各版元において年ごとにおお
むね統一されており、刊記を持たない黄表紙の版元や出版年を推定する手掛
かりとなる。
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文
ぶんぶ
武二

にどう
道万

まんごくどおし
石通

天明8（1788）朋誠堂喜三二作，喜
き た が わ
多川行

ゆきまろ
麿画　https://dl.ndl.go.jp/pid/9892612

式
しきてい

亭三
さ ん ば

馬＊1 が後年「名作青本略記」＊2 のひとつに挙げる作品で、老中田沼意
おきつぐ

次の失脚と、次の老
中松平定信による文武奨励策を素材としています。武士たちを、米と籾等を分別する農具「千石通」を
通すように振り分け、ぬらくら武士には文武いずれかの教育を施そうという筋で、舞台は鎌倉時代に設定
していますが、少年姿の源頼朝は若き将軍家

いえなり
斉、重臣畠山重忠は松平定信など、登場人物が当世の人

物を示すことは明らかでした。作中人物のせりふによれば、本作には実在の人物に関する話題が、一般
の読者には理解しづらいほど細かく描かれているようです。本作には再版とその一部改刻版もありますが、
当館本は初版であり、モデルとなる人物や事柄を示すサインが最もあからさまに描かれています＊3。趣向
に千石通を用いたことは、松平定信が天明飢饉の折、白河藩の飢餓対策に手腕を発揮したこと、また田
沼失脚の契機となった、米価高騰による打ちこわしからの発想とされます。本書は必ずしも当時の為政者
を批判するものではありませんでしたが、大名の家臣でありながら政情を戯作としたことを咎められ、喜
三二は以後、黄表紙の作を止めています。
＊1　1776-1822, 戯作者。滑稽本『浮世風呂』等の作者。
＊2　『稗史億説年代記』（くさぞうしこじつけねんだいき, 享和 2（1802）年 , 西宮新六）巻末に掲出。
＊3　棚橋正博『黄表紙総覧』前編 , 青裳堂書店 , 1986 に３つの版の比較表あり（pp.734-736）。

「妖怪窟」「文雅洞」「長生不老門」の
いずれを選ぶかで、大小名を文・武・
ぬらくらに振り分ける。

初版（左）では重忠の裃に梅鉢模様（久松松平家の家紋）が散らしてあるが、改刻版（右）では桐模様である。
（改刻版）『文武二道萬石通』( 国文学研究資料館所蔵 )
出典 : 国書データベース　https://doi.org/10.20730/200025384
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化
ばけもの
物小

こづかいちょう
遣帳

寛政8（1796）十
じっぺんしゃ
返舎一

いっく
九作・画　 

https://dl.ndl.go.jp/pid/9892559

『東
とうかいどうちゅう

海道中膝
ひざくりげ

栗毛』＊1 の作者、十返舎一九＊2

の作品です。器物を擬人化した作品で、初期の
草双紙に回帰したような愛らしいキャラクターに
よる、親しみやすい物語となっています。一九
もまた蔦屋の店に寄宿していた時期があります。
＊1　『続膝栗毛』を含め享和 2（1802）～文政 5（1822）年，

村田屋治郎兵衛ほか。
＊2　1765-1831，本名重田貞一 , 戯作者。日本最初の職業作

家といわれる。

竜
たつのみやこくかいのたまてばこ
宮苦界玉手箱

寛政9（1797）曲
　きょくていばきん

亭馬琴作，［北尾重政］画　https://dl.ndl.go.jp/pid/9892834

最後に、現代でも知名度の高い 3 名が関わる作品をご紹介しま
す。これは『南

なんそう
総里

さ と み
見八

はっけんでん
犬伝』＊1 の作者、曲亭馬琴＊2 の黄表紙

で、龍宮の廓を舞台に、浦島伝説と猿の生き胆の話をない交ぜに
したものです。武家の出ながら戯作を志し、山東京伝のもとに出入
りしていた馬琴は、寛政 4 年から約 1 年間、蔦屋に身を寄せており、
独立後も多くの作を蔦屋から出版しています。読本の初作『高

た か お
尾

船
せんじもん

字文』（寛政 8 年）も蔦屋の刊行です。
＊1　文化 11（1814）年～天保 13（1842）年，山青堂ほか
＊2　1767-1848，本名滝沢興邦（おきくに）のち解（とく）, 通称清右衛門とも。

画像は最終丁。この作品も式亭三馬旧蔵で、
中巻と下巻の冒頭に「式亭」の印がある。

『曲亭来簡集』雪之巻（https://
dl.ndl.go.jp/pid/2585162）には、
馬琴に版下の校合を促す蔦屋
重三郎からの書簡がある。『国
立国会図書館所蔵貴重書解題』 
第 12 巻（国立国会図書館 , 
1982）に翻刻あり。

貧
ひんぷく
福両

りょうどうちゅう
道 中之

の
記
き

寛政5（1793）山東京伝作，勝
かつかわ
川春

しゅんろう
朗

画　https://dl.ndl.go.jp/pid/9892796

本作の絵師「勝川春朗」は、のちの葛飾
北斎＊です。本作は裕福な家・貧しい家に生ま
れた二人が心がけから貧富逆転するという筋
で、「爪に火を点す」「借金の淵」などの慣用
句を文字通り描くことで笑いを誘います。北斎
は「時

ときたろう
太郎可

か こ う
侯」の名で、蔦屋（二代目）か

ら自作の黄表紙も出しています。
＊　1760-1849，浮世絵師。
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新
しん
美
びじんあわせ
人合自

じひつ
筆鏡

かがみ

天明4（1784）北尾政演画　https://dl.ndl.go.jp/pid/1288343

新吉原の四ツ目屋・松金屋・丁子屋・扇屋・大文字屋・角玉屋・松葉屋の遊女を描く美人画絵本で
す。跋文で引き合いに出される『青

せいろう
楼美

びじんあわせ
人合 姿

すがた
鏡
かがみ

』＊1 では遊女の絵姿に四季の発句が添えられていま
すが、本書では遊女の自筆とされる和歌や漢詩が添えてあります。当初大判 2 枚続の錦絵として企画さ
れたものを画帖仕立てにしたものですが、実際に錦絵として出版されたことがあるのは松葉屋・大文字
屋の 2 図のみかといわれており＊2、この 2 図にのみ「青楼名君自筆集」というシリーズ題と、蔦屋の商
標が刷り込まれています。フリーア美術館所蔵本＊3 などには商標の上部に「大門口」の文字がありますが、
当館本にはなく、蔦屋が日本橋通油町に移転した天明 3 年より後に刷られたものとわかります。

＊ 1 　北尾重政・勝川春章画，安永 5（1776）年 , 蔦屋重三郎
＊ 2　『山東京傳全集』第 20 巻，ぺりかん社， 2020
＊3　国書データベース , https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100446941/7

絵 
本

ここでは、主に絵の鑑賞を目的として出版された本を取り上げます。江戸時代前期、浮世
絵の祖ともいわれる菱

ひしかわもろのぶ

川師宣（？～ 1694）による墨刷の絵本が流行しました。明和年間
（1764 ～ 1772）に多色刷の技法が発達し「錦絵」が誕生すると、華やかな彩色刷は
絵本にも及びます。絵本のテーマは様々で、美人・花鳥のほか、武者・職人・名所・行
事など多岐にわたり、墨刷・色刷を問わず、江戸時代を通して、たくさんの絵本が出版さ
れました。

松金屋の図。中央下の禿が持っている青本には、裏表紙に「此ぬしはなその」と書かれている。三味線を弾
く遊女が見ているのは長唄正本で、天明 2 年作曲の河東節『丹前里神楽』。床の上の本は題簽から、天明 3
年刊の咄本『柳巷訛言（さとなまり）』だろうか。
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通
つうぞく
俗画

が ず
図勢

せいゆうだん
勇談

天明4（1784）志
しみず
水燕

えんじゅう
十作，鳥

とりやま
山石

せきえん
燕画　https://dl.ndl.go.jp/pid/13704438

鳥山石燕（1712-1788）は『画図百鬼
夜行』＊１などの妖怪絵で名をはせた画家で、
喜
き た が わ

多川歌
うたまろ

麿＊2 の師匠にあたります。本作
は石燕が『西遊記』前半の各場面の絵を
描き、弟子である志水燕十が文を添えたも
ので、庶民向けの『西遊記』紹介としては
口木山人訳『通俗西遊記』＊3 に続く早い
時期のものです。本書における石燕の絵
は、後続の読本『絵本西遊全伝』＊4 の挿絵や、
合巻『濡

ぬれつばめ
燕子

ねぐらのからかさ
宿 傘』＊5 の口絵に影響を

与えているとの指摘があります＊6。

＊1　安永 5（1776）年，出雲寺和泉掾・遠州屋弥七
＊2　1753-1806，浮世絵師。蔦屋重三郎に画才を見出され、蔦屋刊行の黄表紙・狂歌集・絵本に挿絵を描き、また多くの錦絵美人画を

作成した。
＊ 3　初編宝暦 8（1758）年，丸屋市兵衛
＊ 4　口木山人訳 , 大原東野ほか画 , 文化 3（1806）～天保 6（1835）年
＊5　山東京伝作 , 歌川豊国画。文化 11（1814）年，鶴屋金助
＊6　鈴木重三「合巻物の題材転機と種彦」『国語と国文学』38(4)（445）, 1961.4；同「絵本と挿絵本－その浮世絵一枚絵との交渉－」

『Museum』403，東京国立博物館 , 1984.10

孫悟空の活躍を描く場面。天明 4 年蔦屋刊『老莱子』の巻末にある本書
広告には、「猿の怪談をあらはす絵本なり」とある。

絵
えほん
本武

むしゃ
者鞋

わらじ

天明7（1787）北尾重政画　
https://dl.ndl.go.jp/pid/2533215

絵師北尾重政（1739-1820）は書肆
に生まれ、独学で絵を学んだといわれ
ます。蔦屋の初の出版物『一目千本』＊１

を皮切りに、自身の代表作である色刷
絵本『青楼美人合姿鏡』、その他絵本
や黄表紙挿画など、生涯を通して蔦屋
の多くの出版物に関わりました。飯島虚
心著『浮世絵師歌川列伝』＊２には、歌
川国芳＊３が幼少の折、本書等を参考に
して人物を描いていたとの記述がありま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊ 1 　安永３（1774）年　　
＊ 2　明治 20 年代に成立し写本として伝わったものを、1941, 畝傍書房より出版。
＊3　1797-1861，浮世絵師
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小
こもん
紋新

しんぽう
法

天明6（1786）山東京伝作・画　https://dl.ndl.go.jp/pid/14122017

着物の柄として流行した「小紋」の見本帳を模した見立絵本です。書名は漢文の文例集として著名であっ
た『古

こ ぶ ん
文真

しんぽう
宝』＊1 をもじったものです。当時流行の事物に関する知識がないと理解しづらい内容が多い

ものの＊2、現代人にもわかりやすいものもあります。例えば「むかふじま」という模様は、浅草から隅田
川越しに見た向島の景色を、縞にこじつけています。遊び心にあふれた模様集です。

＊1　漢～宋時代の詩文を集めた書。宋時代末期の成立とされる。
＊2　延広真治「小紋裁 / 後編 小紋新法―影印と注釈―」1 ～ 9『江戸文学』1(2) ～ 2(4), 5, 7, 9 ～ 12,  1990.2 ～ 1994.7 に詳細な解説あり。

左上の「本田からくさ」は、通人の間で流行していた「本田髷」
の形を唐草模様にしたもの。「此きれの模様十八とおりあり」と
いうのは、本田髷の形が十八通りあることをさす。

見
立ここでは絵本の一種である、見立絵本を紹介します。見立とは、例えば水に浮かぶ

花弁の集まりを「花筏」と呼ぶように、あるものと、一見かけ離れた別のものとの間
に類似点を見出すことです。宝暦５（1755）年、和泉屋平四郎ほか出版の『見

み た て

立
百
ひゃっかちょう

化鳥』 は「羽箒」「塵取り」をもとに「羽ほう“ 木 ”」「ちり“ 鳥 ”」の姿を描くなど、
事物の名において音による見立を行い、見立絵本の嚆矢とされます。これ以降、江
戸中期から後期にかけて、様々な趣向の見立絵本が出版されました。

「いか鳶」はイカの口を鳶の群れに、「鴨のはぎ」は水辺を歩く鴨
の足を竜田川の紅葉に見立てる。

絵
本

「むかふじま」の図
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絵
え
兄
きょうだい

弟
寛政6（1794）山東京伝作・画　https://dl.ndl.go.jp/pid/14122015

形が似ているもの同士を並べ、その落差を楽しむ見立絵本で、題名は宝
たからい

井其
き か く

角『句兄弟』＊1 によります。
本書は後世まで人気が高く、同様の趣向が錦絵などにも取り入れられました。後年、これをじかに踏襲し
た『滑

こっけい
稽絵

えすがた
姿合

あわせ
』＊2 という本が蔦屋（四代目）から出版されましたが、その序文には「故人京伝翁の画

兄弟は寛政六年の新版にて、耕書堂の大当りも五十年余のいにしへながら、世の人今にもてはやす」と
あります。

＊1　元禄 7（1694）年，井筒屋庄兵衛刊。宝井其角（1661-1707）は俳諧師。
＊2　柳亭種員作・一勇斎国芳画，天保 15（1844）年

鉄拐仙人と奴紙鳶。鉄拐仙人は、自らの魂を吹き出すことができたとされる。武家の使用人である奴が、その
姿を写して作られた「奴凧」を揚げる様子を、鉄拐仙人に見立てた。

湯番と賓頭盧尊者。「びんづるさん、仕舞い湯へ一風呂入る気はなしかえ。しかしただ入れてはおめえよりこっ
ちが尊者（そんじゃ）」
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狂
きょうか
歌百

ひゃっき
鬼夜

やきょう
狂

天明5（1785）初版，文政3（1820）再版　平
へづつ
秩東

とうさく
作編　https://dl.ndl.go.jp/pid/14122022

とある晩秋風雨の夜、狂歌師15人が参加する百物語の会が開かれました。発起人は狂名＊1 蔦
つたのからまる

唐丸こと、
蔦屋重三郎。化物や妖怪を題材に、百首の狂歌を詠む趣向です。本書内には狂歌のほか、平秩東作に
よる「百ものがたりの記」という短文が収められており、会の一部始終を読むことができます＊2。猫の鈴
に怯える一幕あり、突如現れた芋を巡るやり取りあり、恐ろしくもおかしい一夜が明けて、皆で湯漬けを
食べる様子も微笑ましく、気の置けない仲間と集う楽しさが感じられます。掲出本は初版ではなく、蔦屋
重三郎（二代目）による文政 3（1820）年の再版で、文化 3（1806）年の火災によって半ば失われた
板木を補刻したものです。再版に際し、当時の参加者のうち、なお存命の大田南畝など 4 名による一筆
を巻頭巻末に追加しています。

＊1　狂歌師としての名前。
＊2　江戸狂歌研究会『化物で楽しむ江戸狂歌～『狂歌百鬼夜狂』をよむ～』笠間書院 , 2014 に翻刻と現代語訳あり。

狂
歌
本
・

狂歌とは短歌の形式で滑稽諧謔を詠む、戯れの文芸です。江戸における狂歌の流行
は明和の頃、歌人・内

うちやま

山賀
が て い

邸門下の唐
からころも

衣橘
きっしゅう

洲が同門の四
よ も の あ か ら

方赤良（大田南畝）らを誘い、
狂歌の会を催したことに始まります。参加者は武家・町人など身分の別なく徐々に増え、
やがて江戸の各所で、さかんに狂歌会が開かれるようになります。こうして隆盛を極
めた狂歌を、天明狂歌とよびます。この流行を背景に、もともとその場限りの読み捨
てであった狂歌は本として出版されるようになり、作者・愛好者の出資や購入を見込
んだ豪華な彩色刷の狂歌絵本も現れました。

（右）平秩東作「百ものがたりの記」冒頭、（左）百物語の会で詠まれた狂歌の冒頭。巻頭の 1 首のお題は見越入道。「さ
かさまに　月もにらむとみゆる哉　野寺の松のみこし入道」人が見上げれば見上げるほど背が伸びていくという怪異の姿を、
松の高木に重ねる。

狂
歌
絵
本
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年
ねんし
始御

おれい
礼帳

ちょう

天明4（1784）歌麿門人千代女画　https://dl.ndl.go.jp/pid/9892497

黄表紙のように見えますが、実は四方側＊1 の歳旦狂歌
集＊2 です。絵師は歌麿門人千代女とありますが、実は歌
麿自身であると言われています＊3。用紙や版型、造本ま
ですっかり黄表紙に似せているところが本書の工夫です。
当館本では失われていますが、本来は表紙に四方赤良の
印である「扇に巴」をあしらった、黄表紙と同じ形式の絵
題簽がついています。書中には「羽子板」「屠蘇」など
年頭にまつわる題の狂歌が並び、この年に予定される月
並狂歌会の兼題一覧も示されます。蔦唐丸も初化粧のお
歯黒に寄せて「何事もめでたきふしの年玉にかねをつけ
たる千金の春」＊4 の歌を寄せています。

＊1　四方赤良傘下の狂歌師集団。この年、四方側の黄表紙仕立歳旦狂歌
集として、『大木の生限』『太の根』『年始御礼帳』『早来恵方道』『金
平子供遊』が同時に出版された。

＊2　新年を祝う狂歌集。多くは配り物。
＊3　棚橋正博『黄表紙総覧』中編 , 青裳堂書店 , 1989「年始御礼帳」の

項ほか。
＊4　「ふし」はお歯黒の原料、「かね」はお歯黒のこと。

上部中央の「若菜」と題する狂歌「万歳も晩の夜食のさい蔵と道草くふはとく若なつみ」のとおり、万歳の太夫・才蔵の足元で
若菜を摘む女性。「いかに狂歌があればとて、ひどいところでわかなつみだぞ」との台詞がある。

兼題を書いた屏風
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吾
あづまぶり
妻曲狂

きょうか
歌文

ぶんこ
庫

天明6（1786）宿
やどやのめしもり
屋飯盛編，北尾政演画　https://dl.ndl.go.jp/pid/14122014

当時活躍中の狂歌師 50 名の肖像集です。歌仙絵＊1 の様式に倣い、画面の上に各々の狂歌を、下にそ
の肖像を配置しています。巻頭に狂名「尻

しりやけのさるんど
焼猿人」とある人物は、大名家の血を引く江戸琳派の絵師、

酒井抱一です。四方赤良の肖像は、絵入りの扇を頭に
かざすことで、冠を被っているかのように見せています。
趣向を凝らした本作は、絵師北尾政演の代表作のひと
つに数えられ、また絵入狂歌本の嚆矢ともいわれていま
す。本書は初版の刊行後間もなく、部分的な改刻が行
われています。改刻においては「竹

たけつえのすがる
杖為軽」の名が改

名後の「万
まんぞうてい

象亭」に変更されているほか、人物の差し
替えもあることが指摘されています＊２が、当館本は差し
替え前の初版にあたります。

＊ 1　三十六歌仙など和歌の名手の肖像に、各人の歌を添えたもの。
＊2　『山東京傳全集』第 20 巻 , ぺりかん社 , 2020 ほか

【参考】勝川春章画『三十六歌仙』天明 9（1789）年，山崎金兵衛ほか より在原業平　
https://dl.ndl.go.jp/pid/12865557/1/14

酒上不埒（さけのうえのふらち、恋川春町の狂名）は
歌仙絵の業平よろしく、矢場で用いる玩具の弓矢を携
える。
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潮
しおひ
干のつと

寛政1（1789）朱
あけら
楽菅

かんこう
江編，喜多川歌麿画　https://dl.ndl.go.jp/pid/1288344

書名の「つと」とは「土産」という意味です。元禄（1688 ～ 1704）頃より、古歌 36 首にちなむ貝を
「歌仙貝」とすることが行われていましたが、本書ではこの「歌仙貝」36 種に 1 首ずつの狂歌を合わせ
ています。参考として『貝

かいづくしうらのにしき
盡浦之錦』を用いていることが指摘されており＊1、本文の前に潮干狩の図を、

本文の後に貝合わせの図を入れる構成も共通します。『貝盡浦之錦』は考証学的な雰囲気を持ちますが、
本書は抒情的な絵本に徹しており、画帖装の造りのうちに空刷り、雲母刷りなどの技法を用いて、貝の
姿を活写しています。蔦屋出版の『画

え ほ ん
本虫

むしえらみ
撰』（天明７（1787）年）、『百

ももちどり
千鳥狂

きょうか
歌合

あわせ
』（寛政 4（1792）年）

とともに、歌麿の狂歌絵本三部作ともよばれる本書には、版の一部が異なる数種の刷りがあることが知ら
れています。蔦唐丸の狂歌が入るボストン美術館本が最も早いもので＊2、当館本はその次とされていま
す＊3。

＊1　浅野秀剛「潮干のつと」解説『歌
麿の風流』小学館 , 2006。『貝盡浦
之錦』は大枝流芳著，寛延 4（1751）
年，伊和惣兵衛ほか。

＊2　小林ふみ子「潮干のつと」解説『別
冊太陽　日本のこころ』245, 平凡
社 , 2016.12

＊3　前注および浅野秀剛「絵入本の流
通と後修本―歌麿の彩色摺絵入狂
歌本七種を例に」『国文学　解釈と
鑑賞』73, 2008.12
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春
しゅんじょう

帖
寛政5（1793）頭

つむり
光
ひかる

編，窪
くぼ
俊
しゅんまん
満等画　https://dl.ndl.go.jp/pid/14122023

つむり光・窪俊満を中心とした、伯
はくらくれん

楽連＊1 の歳旦狂歌集です。寛政以後、狂歌主体で複数絵師の挿
画を含む合筆絵入狂歌本の出版が始まりますが、本書はその最初期のひとつ＊2 で、挿画は堤等琳・窪俊
満・鈴木隣松によります。
＊1　狂歌グループのひとつ。
＊2　浅野秀剛「寛政期の合筆絵入狂歌本の成立」『秘蔵浮世絵大観』3 ( 大英博物館 3), 講談社 , 1988；市古夏生「『春帖』（解題と翻刻）」

神保五彌編『江戸文学研究』新典社 , 1993

狂
きょうか
歌千

せんり
里同

どうふう
風

天明7（1787）四方赤良編　https://dl.ndl.go.jp/pid/14122016

四方側最後の歳旦狂歌集です。当館本および東京大学国文学研究室本には、太田南畝（四方赤良・
蜀山人）が晩年に記した識語があることが知られています＊。「何かしの太守」とは松平定信のことで、定
信による新政が、南畝と狂歌師たちとの交友にいくばくかの影響を与えたことがわかります。
＊　『太田南畝の世界　没後 200 年江戸の知の巨星』たばこと塩の博物館 , 2023 に両伝本識語の写真あり。内容はほぼ同じだが、東京

大学所蔵本の識語は当館本の約 1 年前の日付・年齢となっており、署名の代わりに落款がある。

見返しの識語「これは天明七年丁未のとしの歳旦狂
歌集なり　ことしの秋文月の頃何かしの太守の新政
にて文武の道おこりしかは此輩と交をたちて家にこも
り居しも思へは三十とせあまりのむかしとなりぬ　文
政四のとし卯月もちの日　七十三翁蜀山人」
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＜参考文献＞　
市古夏生「『春帖』（解題と翻刻）」『江戸文学研究』新典社 , 1993 <KG211-E22>
宇田敏彦「天明狂歌成立の背景」『江戸文学研究』新典社 , 1993 <KG211-E22>
木村八重子・宇田敏彦・小池正胤 校注『草双紙集』( 新日本古典文学大系 ; 83) 岩波書店 , 1997 <KH2-E3>
小林ふみ子「狂歌絵本『潮干のつと』」『鳥獣虫魚の文学史―日本古典の自然観』4 魚の巻，三弥井書店 , 2012 <KG748-L6>
佐藤至子『蔦屋重三郎の時代 狂歌・戯作・浮世絵の 12 人』KADOKAWA, 2024 <GK13-R165>
山東京傳全集編集委員会 編『山東京傳全集』  第 1 巻 ぺりかん社 , 1992 <KG235-E6>；第 3 巻 ぺりかん社 , 2001 <KG235-E6>；
第 19 巻 ぺりかん社 , 2023 <KG235-M4>；第 20 巻 ぺりかん社 , 2020 <KG235-M2>
鈴木俊幸 監修『別冊太陽　日本のこころ』（通号 89）蔦屋重三郎の仕事 , 平凡社 , 1995.4 <Z23-238>
鈴木俊幸 監修『別冊太陽　日本のこころ』 ( 通号 319) 蔦屋重三郎 - 時代を変えた江戸の本屋，平凡社 , 2024.11 <Z23-238>
棚橋正博『黄表紙総覧』前編 ( 日本書誌学大系 ; 48-1) 青裳堂書店 , 1986 <KG1-118>；中編 ( 日本書誌学大系 ; 48-2) 青裳堂書店 , 
1989 <KG1-118>；後編 ( 日本書誌学大系 ; 48-3) 青裳堂書店 , 1989 <KG1-118>
棚橋正博・鈴木勝忠・宇田敏彦 注解『黄表紙・川柳・狂歌』( 新編日本古典文学全集 ; 79) 小学館 , 1999 <KH2-E9>
中山右尚「『文武二道万石通』雑考―頼朝・重忠をめぐって」『近世文藝』通号 27・28, 1977.5 <Z13-907>
浜田義一郎「狂歌歳旦黄表紙五種」『大妻女子大学文学部紀要』3, 1971.3 <Z22-627>
水野稔 校注『黄表紙 洒落本集』（日本古典文学大系 ; 第 59） 岩波書店 , 1958 <918-N6852>
水野稔「黄表紙における刊年と異版の問題」『国語と国文学』 35(7), 1958.7 <Z13-355>
山下則子 編『在外絵入り本　研究と目録』三弥井書店 , 2019 <UM11-M7>
※ <　　> 内は当館請求記号

＜ p.5 扉画像出典＞
『狂歌東遊』 寛政 11 [1799]　浅草菴市人 撰 , 葛飾北斎 画 ,  蔦屋重三郎　https://dl.ndl.go.jp/pid/2533319/1/49
葛飾北斎が描く蔦重の店先。初代没後であるが、店頭には初代が企画した狂歌集の看板が見える。

蔦重の絵姿
　それでは最後に、 当館所蔵の黄表紙の中から蔦屋重三郎の店や姿を描くものをいくつかお見せし

て、 しめくくりに代えましょう。 今回ご紹介した作品のほかにも、 蔦屋刊行の出版物は、 下記デー

タベースなどで多数ご覧になれます。

国立国会図書館デジタルコレクション　https://dl.ndl.go.jp/

ジャパンサーチ　https://jpsearch.go.jp/

国書データベース　https://kokusho.nijl.ac.jp/

古典籍総合データベース （早稲田大学） https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/

（利用者サービス部人文課　石田暁子）

自作黄表紙の巻末で挨拶する蔦重の姿。蔦重はこの年（寛政 9
年（1797））5 月に没する。（『身体開帳略縁起』　https://dl.ndl.
go.jp/pid/9892980/1/18）

（上）年始の挨拶がてら、喜三二に青本
の執筆を依頼する蔦重。（『亀山人家妖』　
https://dl.ndl.go.jp/pid/8929457/1/3）

（左）蔦重の心の中を写す鏡には、京
伝の講釈を草双紙にしようという目論見
が映る。（『人心鏡写絵』　https://dl.ndl.
go.jp/pid/9892549/1/17）
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：
Ｄ
Ｉ

Ｌ
Ｃ 

２
０
２
４
）
が
開
催
さ
れ
た
。　

　

筆
者
は
、
両
会
議
に
出
席
す
る
諏
訪
康
子
関
西
館

長
に
随
行
し
、
現
地
を
訪
問
す
る
機
会
を
得
た
。

　

両
会
議
の
会
場
と
な
っ
た
の
が
、
２
０
２
２
年
に

オ
ー
プ
ン
し
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ビ
ン
・
ラ
シ
ド
図
書

館 

（M
oham

m
ed Bin Rashid Library

：
Ｍ
Ｂ
Ｒ

Ｌ
）
で
あ
る
（
写
真
１
）。
特
徴
的
な
内
外
観
を
持
ち
、

10
の
資
料
室
を
備
え
る
中
東
地
域
で
最
大
規
模
の
同

図
書
館
に
つ
い
て
、
会
議
の
前
後
に
見
た
ド
バ
イ
の

街
の
雰
囲
気
も
交
え
て
紹
介
し
た
い
。

１　MBRL の外観

ドバイ・クリーク

ムハンマド・ビン・ラシド図書館

ドバイ国際空港

ブルジュ・ハリファ

旧市街
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ド
バ
イ
の
街
に
つ
い
て　

　

ド
バ
イ
は
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
を
構
成
す
る
７
つ
の
首
長
国

の
１
つ
で
あ
る
ド
バ
イ
首
長
国
の
中
心
都
市
で
あ
る
。

訪
問
し
た
11
月
は
、
朝
晩
は
幾
分
過
ご
し
や
す
い
も

の
の
、
昼
間
は
屋
外
を
少
し
歩
い
た
だ
け
で
も
汗
が

に
じ
ん
で
き
て
、
湿
気
を
含
ん
だ
熱
い
空
気
が
身
体

に
ま
と
わ
り
つ
く
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

ド
バ
イ
の
街
は
ド
バ
イ
・
ク
リ
ー
ク
（D

ubai 
Creek

）
と
呼
ば
れ
る
入
江
が
天
然
の
良
港
と
な
り
、

商
業
地
と
し
て
発
展
し
た
。
湾
岸
地
域
の
主
要
産
業

で
あ
っ
た
真
珠
採
取
業
は
１
９
２
０
年
代
以
降
に
衰

退
し
た
が
、
ド
バ
イ
・
ク
リ
ー
ク
の
整
備
に
よ
り
貿

易
港
と
し
て
の
機
能
を
高
め
、
さ
ら
に
１
９
６
６
年

に
は
石
油
が
発
見
さ
れ
、
開
発
が
進
ん
だ
。

　

現
在
で
は
、
経
済
の
軸
足
を
貿
易
や
観
光
、
金
融

業
に
置
き
、
石
油
に
頼
ら
な
い
国
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
ド
バ
イ
首
長
国
の
人
口
は
、
１
９
７
５

年
末
に
約
18
万
人
で
あ
っ
た
が
、
２
０
２
３
年
末
に

は
約
３
６
６
万
人
と
半
世
紀
の
間
で
20
倍
以
上
に
増

え
て
い
る（

１
）。

　

ド
バ
イ
と
い
え
ば
、
世
界
一
の
高
さ
（
８
２
８

メ
ー
ト
ル
）
を
誇
る
ブ
ル
ジ
ュ
・
ハ
リ
フ
ァ
（Burj 

K
halifa

）
を
は
じ
め
と
す
る
高
層
ビ
ル
や
、
ヤ
シ
の

木
の
形
で
海
を
埋
め
立
て
た
人
工
島
パ
ー
ム
・
ジ
ュ

メ
イ
ラ
（Palm

 Jum
eirah

）
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

な
ど
、
近
未
来
的
な
都
市
の
壮
観
や
高
級
感
あ
る
施

設
が
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多

い
。
世
界
最
大
規
模
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
あ

る
ド
バ
イ
モ
ー
ル
（
写
真
２
）
に
は
、
１
２
０
０
を

超
え
る
店
舗
や
２
０
０
を
超
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ

り
、
年
間
１
億
人
以
上
が
訪
れ
る
と
さ
れ
る
。

　

一
方
、
ド
バ
イ
の
発
展
の
礎
と
な
っ
た
ド
バ
イ
・

ク
リ
ー
ク
沿
い
の
旧
市
街
で
は
、
活
気
あ
ふ
れ
る
庶

民
的
な
食
堂
（
写
真
３
）
や
昔
な
が
ら
の
街
並
み
が

今
も
残
る
。
香
辛
料
を
店
頭
に
積
み
上
げ
た
商
店（
写

真
４
）
が
並
ぶ
ス
パ
イ
ス
・
ス
ー
ク
や
、
金
製
品
を

時
価
で
販
売
す
る
貴
金
属
店
（
写
真
５
）
が
並
ぶ
ゴ
ー

ル
ド
・
ス
ー
ク
な
ど
の
市
場
も
多
く
の
観
光
客
を
ひ

き
つ
け
て
い
る
。

　

２
０
０
９
年
に
開
業
し
た
都
市
鉄
道
の
ド
バ
イ
メ

ト
ロ（

２
）（
写
真
６
）
は
、
基
本
的
に
乗
務
員
が
お
ら
ず
、

自
動
運
転
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ド
バ
イ
・
ク
リ
ー
ク

で
は
対
照
的
に
、
船
頭
が
操
舵
す
る
ア
ブ
ラ
と
呼
ば

れ
る
渡
し
船
が
両
岸
を
行
き
来
す
る（
写
真
７
）な
ど
、

街
中
で
新
旧
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
。
な
お
、
ド
バ
イ
メ
ト
ロ
は
初
乗
り
運
賃
が
４

デ
ィ
ラ
ハ
ム
（
約
１
８
０
円
。
１
デ
ィ
ラ
ハ
ム
を
約

45
円
で
換
算
、
以
下
同
じ
）、
ア
ブ
ラ
は
短
い
ル
ー
ト

の
乗
船
代
が
１
デ
ィ
ラ
ハ
ム
（
約
45
円
）
で
、
ど
ち

ら
も
住
民
や
観
光
客
の
貴
重
な
足
と
な
っ
て
い
る
。

Ｍ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
の
概
要

　

Ｍ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
は
Ｕ
Ａ
Ｅ
が
国
家
読
書
年
と
定
め
た

２
０
１
６
年
に
、
ド
バ
イ
の
首
長
で
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
副
大

統
領
兼
首
相
で
も
あ
る
シ
ェ
イ
ク
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・

ビ
ン
・
ラ
ー
シ
ド
・
ア
ー
ル
・
マ
ク
ト
ゥ
ー
ム
殿
下（

３
）

（H
is H

ighness Sheikh M
oham

m
ed bin Rashid 

A
l M

aktoum

）が
建
設
を
指
示
し
た
。「
知
識
、文
化
、

創
造
性
の
灯
台
に
な
る
こ
と
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、

２
０
２
２
年
６
月
に
開
館
し
た
。

２　ドバイモールの内部 
３　 ケバブを提供する食堂。ガラス越しに肉を焼く姿を見ることができる 。
４　スパイスを積み上げた商店
５　 金製品がディスプレイされた貴金属店

６　 自動運転で運行されるドバイメトロ
７　 ドバイ・クリークを渡るアブラ 
８　  ドバイ・クリーク側からの MBRL。
           背 後 に 世 界 一 高 い ビ ル で あ る ブ ル

ジュ・ ハリファが見える。 ６

７８

２

４

３

５
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旧
市
街
の
あ
る
ド
バ
イ
中
心
部
の
南
側
に
位
置
し
、

開
発
が
進
む
ア
ル
ジ
ャ
ダ
フ
（A

l Jaddaf

）
地
区
に

立
地
す
る
。
ド
バ
イ
メ
ト
ロ
の
最
寄
駅
か
ら
は
徒
歩

10
分
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
ほ
か
、
図
書
館
の
敷
地
は

ド
バ
イ
・
ク
リ
ー
ク
に
も
面
し
て
お
り
（
前
頁
写
真

８
）、
対
岸
に
渡
る
ア
ブ
ラ
の
発
着
場
か
ら
も
徒
歩
圏

内
に
あ
る
。

　

５
万
４
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
10
億
デ
ィ
ラ

ハ
ム
（
約
４
５
０
億
円
）
を
か
け
て
建
設
さ
れ
た
建

物
は
、
白
を
基
調
と
し
た
外
観
が
青
い
空
に
映
え
る
。

横
か
ら
見
る
と
、
カ
モ
メ
が
羽
を
広
げ
た
よ
う
な
Ｖ

字
型
の
大
き
な
構
造
体
が
上
部
に
載
っ
て
い
る
よ
う

な
デ
ザ
イ
ン
で
、
こ
れ
は
コ
ー
ラ
ン
を
置
く
た
め
の

伝
統
的
な
木
製
の
台
を
模
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

内
部
は
、
ム
ス
リ
ム
の
た
め
の
礼
拝
室
や
資
料
デ

ジ
タ
ル
化
の
た
め
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
等
が
あ
る
地
下

階
と
、
地
上
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ロ
ア
に
加
え
て
１
階

か
ら
７
階
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
市
中
心
部
側
の
メ

イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
入
っ
た
と
こ
ろ
が
グ
ラ
ウ

ン
ド
フ
ロ
ア
で
、
正
面
に
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・

デ
ス
ク
が
あ
る
。
ホ
ワ
イ
エ
の
上
部
は
天
井
ま
で
吹

き
抜
け
と
な
っ
て
お
り
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
エ
レ
ベ
ー

タ
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
が
上
階
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い

る
。
天
井
も
一
部
が
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
外
光
が
差
し

込
む
館
内
は
と
て
も
明
る
い
（
写
真
９
）。

　

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ス
ク
を
中
心
と
す
る

ホ
ワ
イ
エ
は
長
方
形
で
、
長
辺
が
そ
れ
ぞ
れ
２
つ
の

資
料
室
に
面
し
、短
辺
に
あ
た
る
両
端
に
は
シ
ア
タ
ー

と
カ
フ
ェ
が
あ
る
。
ホ
ワ
イ
エ
の
壁
は
書
架
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
高
さ
は
１
つ
上
の
１
階
の
天
井
ま
で

９　 水盤がある地下階の様子。
天井からの光が地下階まで
差し込んでいる。

メイン
エントランス

ドバイ・クリーク側

市中心部側

芝生
スペース

駐車スペース駐車スペース

円形
劇場

言語の庭

シアターカフェ

子ども図書館 インフォメーションセンター

総合図書館逐次刊行物図書館

水盤ホワイエ

インフォメーション
デスク

階までの
エスカレータ

階までの
エレベータ

地下階への
エスカレータ

地下階への
エレベータ

資料
搬送機

フロア 主な施設
7 階 展示室
6 階 エミレーツ図書館、ビジネス図書館
5 階 特別コレクション図書館                                           
4 階 会議室
3 階 事務スペース
2 階 学習室
1 階 メディア・アート図書館、地図図書館、ヤングアダルト図書館、カフェ
グラウンドフロア インフォメーションセンター、総合図書館、逐次刊行物図書館、子ども図書館、シアター、カフェ
地下 階 礼拝室、デジタル化作業室、修復センター、駐車場

フロアごとの主な施設

グラウンドフロアの平面図
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あ
る
が
、
書
架
に
あ
る
資
料
は
飾
り
と
し
て
並
べ
ら

れ
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
写
真
10
）。

主
な
資
料
室
と
施
設

　

館
内
の
主
だ
っ
た
資
料
室
や
施
設
を
グ
ラ
ウ
ン
ド

フ
ロ
ア
か
ら
順
に
み
て
い
く
と
、
ま
ず
グ
ラ
ウ
ン
ド

フ
ロ
ア
に
は
４
つ
の
資
料
室
が
あ
る
。

　

総
合
図
書
館
（T

he General Library

）
は
、
人

文
学
、
社
会
学
、
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
対
象
と

し
た
資
料
が
並
び
、
筆
者
が
所
属
す
る
関
西
館
の
総

合
閲
覧
室
に
近
い
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
館
内
に
10
あ

る
資
料
室
で
は
一
番
多
い
、
40
万
点
を
超
え
る
資

料
を
所
蔵
し
て
い
る
。
逐
次
刊
行
物
図
書
館
（T

he 
Periodicals Library

）
で
は
、
新
聞
や
雑
誌
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
る
（
写
真
11
）。

　

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（T

he Inform
ation 

Centre

）
に
は
、
辞
書
や
百
科
事
典
な
ど
の
参
考
図

書
の
ほ
か
、
点
字
図
書
な
ど
が
並
ぶ
。
室
内
に
は
、

利
用
者
が
館
内
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
ノ
ー
ト

Ｐ
Ｃ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
貸
出
ス
タ
ン
ド
も
設
置

さ
れ
て
い
る
。
会
議
場
と
し
て
も
使
用
さ
れ
、
陪
席

者
も
含
め
て
30
人
超
が
参
加
し
た
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ
の

会
合
も
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
（
写
真
12
）。

　

５
歳
か
ら
12
歳
ま
で
を
対
象
と
し
た
子
ど
も
図
書

館
（T

he Children's Library

）
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
フ

ロ
ア
に
あ
る
。
室
内
に
は
滑
り
台
な
ど
複
数
の
遊
具

や
、
子
ど
も
の
動
き
に
合
わ
せ
て
ス
ク
リ
ー
ン
内
の

物
語
が
進
む
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
子
ど
も
が
身

体
を
動
か
し
な
が
ら
、
本
の
世
界
を
楽
し
む
こ
と
が

10　ホワイエの様子 

11　逐次刊行物図書館 

12　インフォメーションセンター 
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で
き
る
資
料
室
に
な
っ
て
い
る
（
写
真
13
、
14
）。
接

客
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
（Pepper

）
も
い
て
、
子
ど
も
た

ち
が
話
し
か
け
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
た（
写
真
15
）。

な
お
Ｍ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
で
は
、
５
歳
未
満
は
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
子
ど
も
図
書
館
が
館
内
で
対
象

年
齢
の
一
番
低
い
資
料
室
と
な
る
。

　

メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
入
り
右
奥
に
あ
る
シ

ア
タ
ー
（
次
頁
写
真
16
）
に
は
約
５
４
０
人
を
収
容

で
き
、
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ
と
同
時
に
開
催
さ
れ
た
Ｄ
Ｉ

Ｌ
Ｃ
２
０
２
４
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
。
Ｄ
Ｉ
Ｌ

Ｃ
２
０
２
４
は
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ａ
（
中
東
及
び
北
ア
フ
リ
カ
）

地
域
最
大
の
図
書
館
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し
創
設
さ
れ
、

世
界
中
か
ら
70
人
を
超
え
る
ス
ピ
ー
カ
ー
が
登
壇
し
、

２
４
０
０
人
以
上
が
参
加
し
た
大
規
模
な
も
の
で

あ
っ
た
。
図
書
館
業
務
へ
の
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の

活
用
や
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
シ
ア
タ
ー
で
行
わ

れ
た
。シ
ア
タ
ー
の
入
口
上
部
に
は
大
型
の
ス
ク
リ
ー

ン
が
あ
り
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
前
の
決
ま
っ
た
位
置
に

立
つ
と
、
そ
の
人
が
ス
ク
リ
ー
ン
の
中
に
登
場
す
る

よ
う
な
仕
掛
け
も
あ
り
、
会
議
の
参
加
者
に
も
人
気

を
集
め
て
い
た
（
次
頁
写
真
17
）。

　

ホ
ワ
イ
エ
を
挟
ん
で
シ
ア
タ
ー
と
正
対
す
る
カ

フ
ェ
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ロ
ア
と
１
階
の
２
つ
の
フ

ロ
ア
に
ま
た
が
り
、
資
料
室
な
ど
か
ら
は
区
切
ら
れ

た
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ロ
ア
に

飲
食
物
を
注
文
で
き
る
カ
ウ
ン
タ
ー
が
あ
り
（
次
頁

写
真
18
）、
１
階
は
貸
切
り
に
も
対
応
し
た
ス
ペ
ー
ス

で
、
今
回
は
会
議
参
加
者
の
昼
食
会
場
と
し
て
使
用

さ
れ
た
（
次
頁
写
真
19
）。

14　子ども図書館内の遊具 

13　子ども図書館内の書架15　子ども図書館内の接客型ロボットで遊ぶ子ども 
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続
い
て
１
階
に
も
、
３
つ
の
資
料
室
が
配
置
さ
れ

て
い
る
。
12
歳
か
ら
17
歳
を
対
象
と
し
た
ヤ
ン
グ
ア

ダ
ル
ト
図
書
館（T

he Y
oung A

dults Library

）（
写

真
20
）
に
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ロ
ア
の
子
ど
も
図
書

館
内
の
階
段
を
上
が
っ
て
直
接
行
く
こ
と
も
で
き
る
。

小
説
や
コ
ミ
ッ
ク
な
ど
も
排
架
さ
れ
、「
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ

Ｏ-

ナ
ル
ト-

」
や
「
ハ
イ
キ
ュ
ー
‼
」
な
ど
日
本

の
人
気
作
品
の
英
訳
版
な
ど
も
並
ん
で
い
た
。

　

地
図
図
書
館
（T

he M
aps and A

tlases 
L

ibrary

）
に
は
、
１
枚
も
の
の
地
図
の
ほ
か
旅
行

16　シアターの様子  

18　グラウンドフロアにあるカフェのカウンター　           19　1 階のカフェの様子

20　ヤングアダルト図書館 

17　 シアター入口の上部にあるス
クリーン。ホワイエにいる人
が映し出されている 。
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ガ
イ
ド
や
地
図
帖
な
ど
７
０
０
０
冊
以
上
の
図
書
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
写
真
21
）。
室
内
に
は
、
空
間
が

区
切
ら
れ
た
コ
ン
テ
ナ
の
よ
う
な
ワ
ー
キ
ン
グ
ラ
ウ

ン
ジ
が
設
置
さ
れ
、
集
中
し
て
調
べ
も
の
な
ど
が
で

き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
（
写
真
22
）。
デ
ザ
イ
ン
や

音
楽
等
に
関
す
る
資
料
を
閲
覧
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
・

ア
ー
ト
図
書
館
（T

he M
edia and A

rts Library

）

は
、
１
階
の
他
の
資
料
室
の
２
倍
に
あ
た
る
広
い
ス

ペ
ー
ス
に
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
書
架
や
イ
ス
が
配
置

さ
れ
た
贅
沢
な
空
間
と
な
っ
て
い
る
（
写
真
23
）。

　

２
階
に
は
、
グ
ル
ー
プ
用
の
学
習
室
が
６
部
屋
あ

る
。
最
大
２
時
間
ま
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
予

約
状
況
な
ど
は
各
部
屋
の
入
口
横
に
あ
る
パ
ネ
ル
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
写
真
24
）。
３
階
は
事
務

ス
ペ
ー
ス
で
、
４
階
に
は
利
用
者
が
予
約
を
し
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
会
議
室
が
あ
る
。
ま
た
、
５

階
に
は
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
図
書
館
の
名
称
で
貴
重

本
な
ど
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
に
は
公
開
さ

れ
て
い
な
い
。

　

６
階
は
、
経
済
関
係
の
資
料
が
揃
う
ビ
ジ
ネ
ス
図

書
館
（T

he Business Library

）
と
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
の

歴
史
や
文
化
等
に
関
す
る
資
料
を
集
め
た
エ
ミ
レ
ー

ツ
図
書
館
（T

he Em
irates Library

）
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
資
料
の
内
容
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

と
思
う
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ロ
ア
や
１
階
に
あ
る
資

料
室
と
比
較
し
て
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
と
な
っ
て
い

た
（
写
真
25
）。

充
実
し
た
資
料
の
展
示

　

最
上
階
の
７
階
は
、展
示
の
た
め
の
フ
ロ
ア
と
な
っ

21　地図図書館 

22　地図図書館に設置されたワーキングラウンジ 24　 グループ用の学習室。入口横のパネルで予約状
況等が分かるようになっている。 

25　6 階資料室の様子（左）。吹き抜けに向かって閲覧用のイスが置かれている（右）。 

23　メディア・アート図書館
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て
い
る
。
フ
ロ
ア
の
半
分
は
Ｍ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
が
収
集
し
た

貴
重
書
な
ど
を
展
示
す
る
常
設
の
「
図
書
館
の
宝
物
」

（T
he T

reasure O
f T

he Library

）
に
あ
て
ら
れ

て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
の
遺
産
、

雑
誌
、
宗
教
、
地
図
、
イ
ス
ラ
ム
の
写
本
な
ど
、
テ
ー

マ
ご
と
に
展
示
さ
れ
て
い
る
（
写
真
26
）。

　

会
場
で
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
エ
ジ
プ
ト
遠
征
時

に
同
行
し
た
学
者
ら
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
、
19

世
紀
に
フ
ラ
ン
ス
で
出
版
さ
れ
た
「
エ
ジ
プ
ト
誌
」

（D
escription de l'Égypte

）（
写
真
27
）
や
、
17
世

紀
に
活
躍
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
地
図
製
作
者
ヨ
ア
ン
・

ブ
ラ
ウ
の
「
大
ア
ト
ラ
ス
」（A

tlas M
aior

）
の
初

版
本
な
ど
も
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
文
学

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
昨
年
の
大
河
ド
ラ
マ
で
も
話
題

と
な
っ
た
紫
式
部
の
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
、
源
氏
物

語
の
写
本
が
展
示
さ
れ
て
い
た
（
写
真
28
）。
さ
ら
に

紙
の
資
料
の
み
な
ら
ず
、
18
世
紀
ご
ろ
の
筆
箱
や
は

さ
み
な
ど
書
物
に
ま
つ
わ
る
道
具
の
展
示
も
印
象
的

で
あ
っ
た
（
写
真
29
）。

　

フ
ロ
ア
の
も
う
一
方
は
企
画
展
に
利
用
さ
れ
、

特
別
展
「
ア
ラ
ブ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」（A

rab 
Journalism

 Exhibition

）
が
開
催
さ
れ
て
い
た
（
写

真
30
、
31
）。「
歴
史
を
通
じ
た
旅
」（A

 Journey 
T

hrough H
istory

）
を
テ
ー
マ
に
地
元
Ｕ
Ａ
Ｅ
を
は

じ
め
と
す
る
ア
ラ
ビ
ア
語
圏
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
や

雑
誌
な
ど
５
０
０
点
以
上
を
、
女
性
や
芸
術
、
Ｕ
Ａ

Ｅ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
な
ど
７
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に

分
け
て
展
示
し
て
お
り
、
過
去
か
ら
現
代
ま
で
を
文

字
通
り
、
旅
す
る
よ
う
に
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

26　美術館のような会場

30　入口

31　 会場に設置されていたタッ
チパネル。画面の中の資料
を触って動かすことができ
る。 

27　「エジプト誌」 

28　源氏物語の写本や紫式部のパネル 

29　オスマン帝国時代のはさみ 

常設展「図書館の宝物」

企画展「アラブのジャーナリズム」
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建
物
外
の
ス
ペ
ー
ス

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ロ
ア
に
戻
り
、
メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
と
反
対
側
の
出
入
口
か
ら
建
物
の
外
に
出
る
と

ド
バ
イ
・
ク
リ
ー
ク
に
面
し
た
公
園
の
よ
う
な
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
、
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
使
用

で
き
る
円
形
劇
場
も
あ
る
（
写
真
32
）。
訪
問
時
に
は

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
出
店
し
、
芝
生
の
広
場
に
設
け
ら

れ
た
テ
ン
ト
の
下
で
飲
食
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
（
写
真
33
）。
60
本
の
柱
型
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
立

ち
並
ぶ
、現
代
ア
ー
ト
の
よ
う
な
「
言
語
の
庭
」（T

he 
Languages Garden

）（
写
真
34
）
は
、
図
書
館
の

名
称
の
由
来
で
も
あ
る
ド
バ
イ
首
長
の
シ
ェ
イ
ク
・

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ビ
ン
・
ラ
ー
シ
ド
・
ア
ー
ル
・
マ
ク

ト
ゥ
ー
ム
殿
下
の
言
葉
が
、
日
本
語
も
含
む
１
７
１

の
言
語
に
訳
さ
れ
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
記
さ
れ
て
い

る
（
写
真
35
）。

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

　

Ｍ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
で
は
無
料
で
登
録
で
き
る
会
員
の
ほ
か

に
、
本
を
館
外
に
借
り
出
す
こ
と
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン

の
コ
ン
テ
ン
ツ
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
ど
こ
で
も
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
有
料
の
会
員
制
度
も
あ
る
。
有

料
の
会
員
に
は
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
、
例
え
ば
、

個
人
や
学
生
の
会
員
は
有
効
期
間
が
５
年
で
、
個
人

で
50
デ
ィ
ラ
ハ
ム
（
約
２
２
５
０
円
）、
学
生
や
政
府

関
係
者
で
25
デ
ィ
ラ
ハ
ム
（
約
１
１
２
５
円
）
の
会

費
と
、
１
５
０
デ
ィ
ラ
ハ
ム
（
約
６
７
５
０
円
）
の

保
証
金
を
支
払
う
こ
と
で
、
１
週
間
に
５
冊
ま
で
本

を
借
り
、
１
回
ま
で
延
長
で
き
る
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ

ン
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
デ

34　「言語の庭」の様子

33　芝生のある広場

32　屋外の円形劇場 

35　日本語が記された
モニュメント 
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ジ
タ
ル
会
員
は
有
効
期
間
が
１
年
で
、
70
デ
ィ
ラ
ハ

ム
（
約
３
１
５
０
円
）
の
会
費
で
オ
ン
ラ
イ
ン
の
コ

ン
テ
ン
ツ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
保
証
金
は

不
要
だ
が
、
本
を
借
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

の
ほ
か
、
子
ど
も
会
員
や
シ
ニ
ア
会
員
、
法
人
会
員

な
ど
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

本
を
借
り
る
際
に
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を

す
る
か
、
利
用
者
自
身
が
操
作
で
き
る
機
械
（
写
真

36
）
で
手
続
き
を
し
、
返
却
時
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
フ

ロ
ア
に
あ
る
ス
マ
ー
ト
シ
ェ
ル
フ
と
呼
ば
れ
る
棚（
写

真
37
）
に
置
く
こ
と
で
手
続
き
を
完
了
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
な
お
、
閉
架
の
資
料
は
地
下
に
あ
る
自
動

書
庫
か
ら
、
搬
送
機
に
よ
っ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ロ
ア

に
あ
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ス
ク
に
届
け
ら

れ
る
。
自
動
書
庫
は
90
万
冊
以
上
の
本
を
保
管
す
る

こ
と
が
で
き
、
１
時
間
に
最
大
１
２
５
冊
の
本
を
取

り
出
す
能
力
が
あ
る
と
い
う
。

　

こ
の
ほ
か
各
階
に
は
、
館
内
の
設
備
や
蔵
書
に
関

す
る
情
報
を
提
供
す
る
タ
ッ
チ
ス
ク
リ
ー
ン
が
設
置

さ
れ
て
い
る
（
写
真
38
）。
各
資
料
室
に
は
ス
キ
ャ
ナ

（
写
真
39
）
も
備
え
ら
れ
て
お
り
、
決
め
ら
れ
た
範
囲

内
で
ス
キ
ャ
ン
し
た
内
容
を
Ｕ
Ｓ
Ｂ
に
入
れ
て
持
ち

帰
る
か
、
も
し
く
は
メ
ー
ル
で
送
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
で
は
障
害
の
あ
る
人
を
「
決
意
あ

る
人
」（People of D

eterm
ination

）
と
呼
び
、
社

会
へ
の
貢
献
に
対
し
て
敬
意
を
表
し
て
い
る
が
、
Ｍ

Ｂ
Ｒ
Ｌ
に
お
い
て
も
サ
ー
ビ
ス
や
機
能
の
面
で
積
極

的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
、
館
内
に
は
感
覚
が
過
敏

で
あ
る
人
に
落
ち
着
き
を
も
た
ら
す
た
め
の
セ
ン
サ

リ
ー
・
ポ
ッ
ド
と
呼
ば
れ
る
空
間
な
ど
も
設
け
ら
れ

36　 子ども図書館に設置された資料の貸付機（右）と利用者が使用することが
できるタブレットのスタンド（左） 

37　 置くだけで資料の返却手続きをすることがで
きるスマートシェルフ 

39　資料室に設置されたスキャナ 38　各階に設置された案内用のタッチスクリーン 
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※本記事掲載の写真は全て筆者撮影。

［注］
１　���出典：ドバイ統計センター「ドバイ首長国の男女別人口」
　��https://www.dsc.gov.ae/Report/DSC_SYB_2023_01_01.pdf
2　�メトロの名称があるが、地下区間よりも高架を走る区間の方が多い。現在
は、レッドラインとグリーンラインの2路線が営業しており、今後も新たな路
線の建設が計画されている。

3　�エミレーツ航空の設立など、多くの国家プロジェクトをけん引してきた。愛
馬家としても知られ、1996 年に創設した競馬のドバイワールドカップは、
世界的な競馬の祭典として定着している。

て
い
る
。

お
わ
り
に

　

Ｍ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
の
洗
練
さ
れ
た
館
内
で
は
、
利
用
者
が

思
い
思
い
の
場
所
で
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
を
過
ご
し
て

い
た
。
同
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
優
れ
た
資
料

へ
の
ア
ク
セ
ス
や
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
ア
ラ

ビ
ア
の
文
化
と
遺
産
を
す
べ
て
の
人
に
提
供
し
、
知

識
へ
の
情
熱
を
刺
激
す
る
こ
と
が
同
館
の
使
命
で
あ

る
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
館
内
の
様
子
を
見
る
と
、

開
館
か
ら
３
年
足
ら
ず
で
こ
れ
ら
の
使
命
を
果
た
し

て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
こ
こ
数
十
年
の
間
で
急

速
に
経
済
的
な
発
展
を
遂
げ
た
ド
バ
イ
が
、
今
後
は

文
化
的
、
学
術
的
な
面
に
お
い
て
も
、
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
都
市
の
１
つ
に
な
る
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
訪

問
と
な
っ
た
（
写
真
40
）。

40　UAE の国旗の色をイメージしてライトアップされた MBRL

ムハンマド・ビン・ラシド図書館  
（Mohammed Bin Rashid Library）                     

〔所在地〕 　Al Khail Rd, Al Jaddaf, Dubai
〔ウェブサイト〕　https://www.mbrl.ae/
〔開館時間〕

　 　月曜日から木曜日、土曜日：午前 9 時から午後 9 時
　　金曜日：午後 2 時から午後 9 時
　　日曜日：休館

〔その他〕　5 歳未満の子どもは入館できない。
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「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
デ
ジ

コ
レ
）」
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
当
館
所
蔵
の
資
料
等
を

見
ら
れ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
が
済
ん
だ

紙
の
資
料
は
、
汚
損
・
破
損
を
避
け
る
た
め
利
用
を
停
止

し
書
庫
に
保
管
さ
れ
ま
す
。で
は
、デ
ジ
タ
ル
化
し
た
デ
ー

タ
の
行
方
は
？　

デ
ジ
コ
レ
の
サ
ー
バ
に
収
め
ら
れ
て
い

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
と
は
別
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
つ
な
が
ら
な
い
環
境
に
も
保
存
用
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
光
デ
ィ
ス
ク
（
Ｄ
Ｖ

Ｄ
やBlu-ray

デ
ィ
ス
ク
）
に
格
納
し
、
書
庫
で
保
存
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
約
19
万
枚
（
！
）
も
の
光
デ
ィ

ス
ク
の
管
理
は
容
易
で
は
な
く
、ス
ペ
ー
ス
も
と
り
ま
す
。

そ
こ
で
近
年
は
、
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
化
デ
ー
タ
を
Ｌ
Ｔ
Ｏ

（Linear Tape-O
pen

）
と
い
う
大
容
量
の
磁
気
テ
ー
プ

に
格
納
す
る
方
法
へ
切
り
替
え
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、

す
で
に
デ
ー
タ
を
格
納
し
た
光
デ
ィ
ス
ク
の
扱
い
は
依
然

と
し
て
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
館
で
は
令
和
３
年
度
に
、
保
存
用
デ
ー
タ
が
格
納
さ

れ
た
光
デ
ィ
ス
ク
か
ら
Ｌ
Ｔ
Ｏ
へ
の
デ
ー
タ
の
移
行
を
開

始
し
ま
し
た
。
移
行
に
あ
た
っ
て
は
、
光
デ
ィ
ス
ク
の
劣

化
具
合
を
調
べ
、
問
題
の
あ
る
も
の
を
優
先
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
現
在
使
用
し
て
い
る
Ｌ
Ｔ
Ｏ
テ
ー
プ
１
巻
に

は
、Blu-ray

デ
ィ
ス
ク
２
０
０
枚
以
上
の
デ
ー
タ
を
格

納
で
き
ま
す
。
外
部
委
託
と
職
員
に
よ
る
作
業
を
並
行
し

て
デ
ー
タ
を
移
行
し
て
い
ま
す
が
、
書
庫
に
大
量
に
並
ぶ

光
デ
ィ
ス
ク
を
見
る
と
、
ま
だ
ま
だ
先
は
長
い
こ
と
を
実

感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、光
デ
ィ
ス
ク
や
Ｌ
Ｔ
Ｏ
と
い
っ
た
電
子
媒
体
は
、

外
見
か
ら
は
中
身
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
何
が
格
納
さ
れ
て

い
る
か
、
ど
ん
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
か
、
デ
ジ
コ
レ
上
の
ど

の
資
料
に
対
応
す
る
の
か
等
々
、
将
来
デ
ー
タ
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
情
報
も
記
録
し
、
別
途
サ
ー
バ
に
保
存

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
電
子
媒
体
に
デ
ー
タ
を
格
納
し
た
後
も
、
安
心

は
で
き
ま
せ
ん
。
媒
体
の
破
損
、
再
生
機
器
が
入
手
不
能

に
な
る
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
古
く
な
り
読
み
出
せ
な
く
な

る
、
と
い
っ
た
問
題
が
つ
い
て
回
り
ま
す
。
現
時
点
で
は

Ｌ
Ｔ
Ｏ
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
も
そ
の
時
代

の
技
術
や
標
準
に
応
じ
て
最
適
な
媒
体
を
選
択
し
、
デ
ー

タ
移
行
を
繰
り
返
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
検
証
の

た
め
に
画
像
フ
ァ
イ
ル
を
見
て
い
る
と
、
広
告
や
雑
誌
の

写
真
記
事
な
ど
、
当
時
の
空
気
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
感
じ
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
未
来
の
世
代
に
デ
ー
タ
を
確
実

に
受
け
渡
せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
業
務
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
　

  

（
電
子
図
書
館
課 

研
究
企
画
係　

道
は
つ
づ
く
よ
）

デジタル化のその先は？ 

書架に並ぶ光ディスク LTOテープカートリッジ
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特別展　ほろよい・ひょうご 
酒と人の文化史  
兵庫県立歴史博物館編・ 刊　2018.10
140p ; 30 cm
<請求記号  DL687-M25>

　

２
０
２
４
年
12
月
に
日
本
の
「
伝
統
的
酒

造
り
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
。
日
本
酒
や
焼
酎
、
み
り
ん
と
い
っ

た
日
本
の
酒
は
、
嗜
好
品
や
調
味
料
と
し
て

人
々
の
生
活
に
深
く
根
付
い
て
き
た
食
文
化

で
あ
り
、
日
頃
か
ら
親
し
ん
で
い
る
人
も
多

い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
愛
飲
家
で
あ
っ
て
も
、

酒
造
り
や
酒
造
地
で
育
ま
れ
て
き
た
文
化
を

知
っ
て
い
る
と
い
う
人
は
実
は
少
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。　

　

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
２
０
１

８
年
に
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
ほ
ろ
よ
い
・

ひ
ょ
う
ご
―
酒
と
人
の
文
化
史
―
」
の
図
録

で
あ
る
本
書
は
、
多
く
の
銘
酒
が
生
ま
れ
た

兵
庫
県
域
の
酒
造
り
と
そ
の
文
化
を
余
す
こ

と
な
く
伝
え
る
資
料
で
あ
る
。

　

第
一
章
で
は
道
具
類
や
作
業
工
程
、
作
業

を
担
う
蔵
人
な
ど
酒
造
り
の
概
略
を
述
べ
、

第
二
章
で
は
伊
丹
や
灘
五
郷
な
ど
銘
醸
地
を

中
心
に
、
兵
庫
県
域
の
酒
造
り
の
歴
史
を
解

説
し
て
い
る
。
第
三
章
で
は
酒
造
家
が
自
ら

の
酒
を
宣
伝
す
る
た
め
に
工
夫
を
こ
ら
し
た

商
業
デ
ザ
イ
ン
と
、
酒
造
家
と
文
人
や
大
名

と
の
間
に
築
か
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が

り
を
取
り
上
げ
、
第
四
章
で
は
錦
絵
や
、
文

学
作
品
か
ら
看
取
で
き
る
酒
と
人
と
の
関
係

を
読
み
解
い
て
い
る
。

　

本
書
の
注
目
す
べ
き
点
は
以
下
の
二
点
で

あ
ろ
う
。

　

一
点
目
は
「
ひ
ょ
う
ご
」
の
酒
造
り
と

い
う
視
点
で
あ
る
。
本
書
は
、「
兵
庫
県
」

が
現
在
の
形
と
な
る
ま
で
の
兵
庫
県
域
を

「
ひ
ょ
う
ご
」
と
い
う
言
葉
で
表
し
て
お
り
、

蔵
人
と
し
て
出
稼
ぎ
に
で
る
人
々
や
、
酒
造

家
同
士
の
交
流
な
ど
「
ひ
ょ
う
ご
」
内
の
動

き
に
着
目
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
本
書
で
は

姫
路
の
酒
造
家
那
波
家
と
伊
丹
の
酒
造
家
八

尾
家
の
婚
姻
に
関
す
る
文
献
資
料
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
お
り
、
酒
造
家
が
家
の
継
承
に
尽

力
す
る
姿
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
江

戸
で
「
下
り
酒
」
と
し
て
人
気
を
博
し
た

「
ひ
ょ
う
ご
」
の
酒
は
、
全
国
規
模
の
流
通

に
注
目
が
集
ま
る
が
、「
ひ
ょ
う
ご
」
域
内

で
の
人
的
交
流
も
注
視
す
べ
き
だ
と
気
づ
か

さ
れ
る
。

　

二
点
目
は
豊
富
な
資
料
紹
介
で
あ
る
。
錦

絵
等
の
図
像
資
料
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
文

献
資
料
が
翻
刻
付
き
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

酒
造
り
の
歴
史
が
ひ
も
と
か
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
１
７
８
３
（
天
明
３
）
年
の
「
運
上

出
銀
に
つ
き
取
り
計
ら
い
願
」
と
い
う
文
献

資
料
か
ら
、
伊
丹
の
酒
造
家
と
京
都
の
公
家

で
あ
る
近
衛
家
と
の
間
に
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
と
分
か
り
、
酒
造
家
の
人
脈
の
広
さ
に
驚

か
さ
れ
る
。
ま
た
伊
丹
の
酒
造
家
の
女
性
が

残
し
た
「
万
よ
ろ
ず
ひ
か
え
扣
」
と
い
う
文
献
資
料
に
は
、

冠
婚
葬
祭
や
年
中
行
事
の
記
録
、
酒
造
家
の

子
ど
も
に
つ
い
て
の
記
述
が
多
く
見
ら
れ
、

酒
造
家
の
暮
ら
し
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
多
様
な
資
料
か
ら
当
時
の
人
々
を
よ
り

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
な
ど
苦
難
は
あ
り
な

が
ら
も
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
っ
て
、
今
な

お
兵
庫
県
内
に
は
多
く
の
酒
蔵
が
維
持
さ
れ

て
お
り
、
当
時
の
味
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
人
の
愛
飲
家
と
し
て
は
非
常

に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
切
に
感
じ
て
い

る
。　

     　
　
　
　
　
　
　

   （
治
田 

洋
佑
）

国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。
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利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
ご
協
力
の
お
願
い

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
提
供
す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
改
善

す
る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
ア
ン
ケ
ー
ト
ペ
ー
ジ

　

国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ>

国
立
国
会
図
書
館
に
つ

い
て>

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　

https://w
w

w
.ndl.go.jp/jp/aboutus/enquete/index.

htm
l

  利
用
者
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト

国
立
国
会
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
を

対
象
と
し
た
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
。

※
実
施
期
間　

５
月
７
日
（
水
）
～
９
月
30
日
（
火
）。

　

https://enquete.ndl.go.jp/245695/p/Bull

各
コ
ン
テ
ン
ツ
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

個
別
の
コ
ン
テ
ン
ツ
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
各
種
ア
ン

ケ
ー
ト
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
実
施
期
間　

コ
ン
テ
ン
ツ
、
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
異
な
り
ま

す
。
実
施
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
ペ
ー
ジ
及
び
コ
ン
テ
ン
ツ
、
サ
ー

ビ
ス
の
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
公
表
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
度
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
て
い
る
方
々
に
対
す
る
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
に
加

え
、
個
別
の
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い

ま
す
。ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
サ
ー
ビ
ス
や
業
務
の
改
善
に
活
か
し

て
ま
い
り
ま
す
。

○
令
和
６
年
度
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
ペ
ー
ジ

　

国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ>

国
立
国
会
図
書
館
に

つ
い
て>

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト>

令
和
６
年
度
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果

　

https://w
w

w
.ndl.go.jp/jp/aboutus/user_surveys/

fy2024.htm
l

  ○
問
合
せ
先

総
務
部
企
画
課
評
価
係

電
子
メ
ー
ル　

hyoka@
ndl.go.jp

国
立
国
会
図
書
館
の
令
和
7
年
度
予
算

国
の
令
和
7
年
度
予
算
が
令
和
7
年
3
月
31
日
に
成
立
し

ま
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
の
令
和
7
年
度
歳
出
予
算
額
は
、

２
０
４
億
２
５
７
０
万
円
で
す
。
そ
の
概
要
は
、
表
の
と
お
り

で
す
。令和７年度歳出予算額 （単位：千円）

（項）国立国会図書館 19,315,137
　人件費 10,214,745
　国立国会図書館共通経費 188,265
　国会サービス経費 279,183
　資料費 2,227,498
　　うち納入出版物代償金 347,570
　情報システム経費 3,466,055
　東京本館業務経費 1,746,299
　国際子ども図書館業務経費 265,978
　関西館業務経費 927,114

（項）国立国会図書館施設費 1,110,563
　東京本館庁舎整備費 692,711
　関西館庁舎整備費 417,852
計 20,425,700

予算の費目別構成比（令和7年度）予算の費目別構成比（令和7年度）

情報システム経費
17.0%

人件費 50.0%

その他の事務費等
16.7%

資料費
10.9％

施設費
5.4%
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「
電
子
図
書
館
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
対
応
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
２
・
０
」
を
公
開

国
立
国
会
図
書
館
は
、
読
書
に
困
難
を
抱
え
る
人
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、「
電
子
図
書
館
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
更
新
し
ま
し
た
。
今
回
の
更
新

で
は
、
対
象
と
す
る
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
機
能
に
、
発
達
障
害

等
（
発
達
性
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
を
含
む
）
に
よ
る
読
み
困
難
を

抱
え
る
人
た
ち
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
フ
ォ
ン
ト
の
変
更
、
色

反
転
、
字
間
・
行
間
の
調
整
、
縦
書
き
・
横
書
き
の
切
替
え
に

つ
い
て
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
要
件
を
追
加
し
ま
し
た
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、「
視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整

備
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
関
係
者

協
議
会
に
委
員
を
出
す
団
体
の
う
ち
、
電
子
出
版
・
電
子
書
籍

関
係
団
体
、
障
害
者
団
体
及
び
有
識
者
の
一
部
か
ら
成
る
「
図

書
館
に
お
け
る
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
検
討
会
」（
事
務
局
：
国
立
国
会
図
書
館
）
が
作
成
し
ま
し
た
。

令
和
5
年
7
月
に
公
開
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
１
・
０
は
、
音

声
読
み
上
げ
機
能
を
主
た
る
対
象
と
し
て
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

要
件
を
定
め
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
・
０
に
お
け
る
主
な
更
新
内
容
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

対
象
と
す
る
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
機
能
の
拡
張

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
機
能
と
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
1
・
0
に

お
い
て
中
心
と
し
た
音
声
読
み
上
げ
に
加
え
て
、
フ
ォ
ン
ト
の

変
更
、
色
反
転
、
字
間
・
行
間
の
調
整
、
縦
書
き
・
横
書
き
の

切
替
え
を
追
加
し
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
要

件
を
記
載
し
ま
し
た
。

参
考
規
格
に
Ｗ
Ｃ
Ａ
Ｇ
２
・
１*

及
び
Ｗ
Ｃ
Ａ
Ｇ
２
・
２
を
追
加

Ｗ
Ｃ
Ａ
Ｇ
２
・
１
以
降
に
は
認
知
・
学
習
機
能
障
害
に
対
応

す
る
達
成
基
準
が
記
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
参
考

規
格
に
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
１
・
０
で
紐
づ
け
た
Ｗ
Ｃ
Ａ
Ｇ
２
・

２
の
一
致
規
格
で
あ
るJIS X 8341-3:2016

に
加
え
て
、
Ｗ
Ｃ

Ａ
Ｇ
２
・
１
、
Ｗ
Ｃ
Ａ
Ｇ
２
・
２
及
び
そ
の
達
成
方
法
を
追
加
し

ま
し
た
。

 * W
eb Content Accessibility G

uidelines 

（
Ｗ
Ｃ
Ａ
Ｇ
）

はW
orld W

ide W
eb Consortium

が
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン

ツ
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
実
現
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
基
準

を
示
し
た
仕
様
で
あ
り
、
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ア
ク
セ
シ

ブ
ル
に
す
る
た
め
の
広
範
囲
に
及
ぶ
推
奨
事
項
を
網
羅
し
て

い
ま
す
。２
０
２
５
年
5
月
現
在
の
最
新
版
が
Ｗ
Ｃ
Ａ
Ｇ
２
・

２
で
す
。

Ｗ
Ｃ
Ａ
Ｇ
２
・
１
及
び
Ｗ
Ｃ
Ａ
Ｇ
２
・
２
に
お
け
る
達
成
基
準
の

追
加
に
伴
う
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
要
件
の
追
加

Ｗ
Ｃ
Ａ
Ｇ
２
・
１
以
降
で
新
た
に
追
加
さ
れ
た
達
成
基
準
の

う
ち
、
電
子
図
書
館
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
改
善
に
資
す
る
と

考
え
ら
れ
る
要
件
を
、
新
規
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
要
件
と
し

て
又
は
既
存
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
要
件
の
参
考
規
格
へ
の
追

加
と
し
て
記
載
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
「
電
子
図
書
館
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
対
応
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
２
・
０
」
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.ndl.go.jp/jp/support/guideline.htm
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新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
９
2
号

我
が
国
の
石
油
備
蓄
制
度
の
経
緯
と
課
題

学
校
に
お
け
る
性
別
に
基
づ
く
処
遇
と
米
国
法
タ
イ
ト
ル
9

―
男
女
別
学
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
、
性
的
嫌
が
ら
せ
及
び
性

自
認
を
め
ぐ
っ
て
―

介
護
保
険
の
給
付
と
負
担

デ
ジ
タ
ル
貿
易
の
国
際
ル
ー
ル
形
成
の
動
向
―
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
Ｆ

Ｔ
Ａ
、
デ
ジ
タ
ル
貿
易
協
定
―

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２
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